


1950～60年代、北海道
インフラ整備は急ピッチで進められました

　1950～60年代、北海道のインフラは、高度経済成長と人口増を背景に急ピッチで
整備され、数多くの新しい道路や橋がつくられました。また、道路以外にも地下鉄、上
下水道といったインフラも急ピッチで整備された時代でした。この時期につくられた
インフラは今でも多く使われており、私たちの暮らしを支えています。

　　そう！

この時期つくったインフラが

今の暮らしを支えていたり

　　　　　　　するのじゃ。

南9条大橋（昭和38年）
［札幌市文化資料室 所蔵］ 橋 梁

地下鉄工事（昭和44年）
［札幌市文化資料室 所蔵］地下鉄

創成川通工事（昭和45年）
［札幌市文化資料室 所蔵］道 路

幌北団地（昭和37年）
［提供：札幌市］

公営
住宅

今でも使われている

ものがいっぱい

あるんですね！

1950～60年代のインフラ整備の例












